
 

 

 

 

 

ポイントは、『いかに子どもたちのやる気を引き出すか』にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省 思考力、判断力、表現力等を育むために 例えばこんな言語活動で授業改善 一部抜粋 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年４月 室蘭市教育研究所 

 

児童生徒一人一人が自分の

考えをもち、他者の考えと

の共通点や相違点を意識し

ながら考えを深めていくよ

うな言語活動を充実させま

しょう。 

児童生徒が自分でまとめた

事柄などについて説明した

り、相手の立場や考え方をお

互いに尊重して話し合った

りするような言語活動を充

実させましょう。 

児童生徒が集めた情報を整

理・分析し、論理的にまとめ

て表現するような言語活動

を充実させましょう。 

『 』での言語活動 実践例 

１．習得・活用・探求という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に 

置いた深い学びの過程が実現できているかどうか。 

 

２．他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、 

対話的な学びが実現できているかどうか。 

 

３．子どもたちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り 

返って次につなげる、主体的な学びの過程が実現できているかどうか。 
 

 



 

 

●単元・題材の指導計画    小学校第５学年 国語 『想像力のスイッチを入れよう』 学習指導案 一部抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●本時の目標と評価基準 

 

 

●本時の展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 』 授業改善７つのポイント 

①単元の中に主体的・対話的で深い学 

びを組み込める指導計画を作成する 

学習の経験を次の問題解決的な学習に 

つなげられるような計画を！ 

③単元の導入での出会いを工夫する 

興味・関心を引くだけでなく、学習課題 

に直結する出会いを吟味！ 

 

⑤本時の課題とまとめ、その目標を実現する

ための学習活動に取り組む 

本時の課題を分かりやすく明示し、最後は課題に 

正対するまとめを行う！また話し合う際も目的 

意識を持たせた活動を！ 

④「見通す・振り返る」学習活動の充実 

本時、単元、年間などさまざまな視点での見 

通し、振り返りを意識した指導を意識！ 

②指導目標・指導内容を一体的に吟味

する 

どのような教材を、どのような順序で、 

どのように身に付けさせるか！ 

⑥学習過程での子どもの

自己決定を大切にする 

活動の多様化。活動に対し 

てどう迫るか考える段階 

から子どもに問うことも 

必要！ 

⑦学習状況の把握と見取

りを確実に 

指導と評価の一体化！ 

きめ細かな観察と変化・ 

変容の見取りの精度を 

高め、次の指導に生かす！ 


